
第24回市民との意見交換会・報告書（行仁地区）

 参加人数：男性　８名、女性　１名、合計　９名（うち班外議員 ０名）（他自治体等傍聴者 ０名）

１．議会報告、市政全般についての総括
　①コロナ禍からの経済回復について
　　・これまで実施してきた新型コロナウイルス感染症対策に対して、問題点・要望などさまざまな意見があることから、今後の
　　　対策事業実施に当たっては、更なる市民意見を起点とした検証が必要である。
　②除雪未対象区間の解消について
　　・高齢化対策としても、私道の市道への編入と除雪の実施について、更なる対応への調査・研究・提言が必要である。
　③学校周辺の交通安全対策について
　　・行仁小学校の建て替えにより、校舎の位置が大きく変わったことから、既存の横断歩道の位置変更など、関係者との協議に
　　　よる更なる安全確保対策への取組が必要である。
　④障がい者にとって、利用しやすい市のサービス・施設について
　　・市の基本的情報が健常者と同じレベルではなく、いろいろな施策を実施しても役に立っていないものがあるという意見から
　　　も、各種施策・事業実施にあたっては、多様な観点からの審議が更に重要となっている。

 開催場所：生涯学習総合センター會津稽古堂３階研修室１

 開催地区：行仁地区  開催日時：令和３年１１月１６日（火）　18時00分　～19時30分

 担当班　：第３班（出席議員）戸川稔朗、横山　淳、長郷潤一郎、髙梨　浩、小畑　匠／（班外）清川雅史
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分類 番号 対応
　プレミアム商品券は、前回と違って当たらない人
が多かったようだ。もう少し当選率を上げても良い
政策ではないのか。
　次年度もやるようだったら、もっと当たるように
してほしい。

　会津若松商工会議所が実施した事業ではあるが、
市内消費喚起対応策として市議会も予算を認めてい
る。
　次年度以降も同様の事業がある場合は、事業効果
や市民要望も受け止め審議することとなる。

〇 ① 地域経済

　市民割（宿泊補助）は３月までやるのか。
県民割もあることから、制度として分かりづら

い。

　市民割を先に市民に対して周知してきたが、県民
割が始まったことから、分かりづらくなったと捉え
ている。
　県の制度を見極めながら、市の制度の在り方を議
論していきたい。

〇 ① 地域経済

　ミニ新幹線はどの程度期待していいのか。 　市議会としては答えられない。
〇 ① 交通

　ミニ新幹線よりも、磐越西線の複線化の方が先の
話ではないのか。
　私たちが高齢化していく中で、免許返納などによ
り、電車・バスなどの利便性を高めてほしい。

　磐越西線に関しては、会津全体の問題であること
から、議長もメンバーとして参加している会津総合
開発協議会などで議論してもらい、対応することと
なると考える。

〇 ① 交通

　会津鉄道の直通化はできないのか。 　これまでも検討されているが、課題が多いようで
ある。 〇 ① 交通

　観光は大事だ。活性化のためにも便利な交通機関
は重要である。

ご意見として伺う。
〇 ② 交通

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況 ※項目

キーワード

○　議会報告(定例会、政策討論会など)、市政全般について
※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済

②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答
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分類 番号 対応
市民の発言内容 議会（議員）の発言内容

処理状況 ※項目
キーワード

○　議会報告(定例会、政策討論会など)、市政全般について
※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済

②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

　私道を市道に編入したいが、所有者が開発会社で
あり倒産している。
　老人だけの３世帯で除雪対応が難しく、市役所に
よる積極的な除雪支援をお願いしたい。

　私有財産の市道への編入については、法律改正な
どをしなければ、かなり困難な状態である。
　除雪については、福祉的観点を持った対策がます
ます重要になっていることは認識している。
　政策討論会で更なる対応策について検討を進め、
市民サービスの向上につながるよう対応する。

〇 ①
雪害対策

道路

　行仁小学校が新しくなり、これまで実施してきた
才の神ができないらしい。
　地域の行事であり、学校との協議により対応が可
能となるようにしてほしい。

　新たな校庭の排水機能を維持するためにも、重量
物の設置や高温となる使用は避けたい。
　しかし、地域と共にある学校として、住民と共に
考える学校・市政を求めていく。

〇 ①

まちづく
り

地域社会

視覚障がい者として、利用しにくい市のサービ
ス・施設が多い。
　例を挙げれば、中央通りはレンガのため、白杖が
ひっかかる、点字ブロックの色が分かりづらいなど
がある。基本的な情報が、健常者と同じレベルでは
ないので、いろいろな施策を実施しても役に立って
いないものがある。

　市のさまざまな事業・施策に発言者の思いが届く
よう、議会としても意を用いながら日々対応してい
く。

〇 ①
障がい福

祉

　映画館は、どこにできるのか。 　今の段階で市が何をするというものではない。民
間の方が作りたいという話である。 〇 ① 地域経済

　行仁小学校西側の道路の横断歩道の位置を、新し
い校舎に合わせて設置できないか。

　児童の安全確保のためにも早急な対応が必要であ
る。現地を確認し、事後報告する。

〇 ③

後日調査し、事
後報告する。
（事後処理報告
書Ｐ５に記載）

交通安全
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分類 番号 対応
市民の発言内容 議会（議員）の発言内容

処理状況 ※項目
キーワード

○　議会報告(定例会、政策討論会など)、市政全般について
※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済

②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

　市道１―６号線の交差点付近が改良されて便利に
なった。
　道路がもっと良くなれば良い。

　昨日開催した町北・高野地区の市民との意見交換
会では、便利になった分、危険が増したという発言
が当該地域からあった。
　利便性と安全性確保のため、道路・交通網の整備
については引き続き市民意見を取り入れ、検討して
いきたい。

〇 ① 道路

　行仁小学校東側に児童の飛び出しを防ぐための柵
がある。
　道路敷地にあるようだが、除雪時に邪魔になる。

　現地を確認し、対応を検討する。

〇 ③

後日調査し、事
後報告する。
（事後処理報告
書Ｐ６に記載）

雪害対策
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行仁地区

件名 処理（対応）内容 備考

１．行仁小学校西側道路の横
断歩道について
　　　　　　　　（Ｐ３）

【市民からの要望・質問】
　行仁小学校西側の道路の横断歩道の位置を、新しい校舎に合わせて
設置できないか。

【事後処理結果】
〇これまでの経過
　本年の「通学路合同点検」においても同様の要望があったが、新た
に正門前付近への横断歩道設置については、近くの横断歩道を使うこ
とで整理されている。

〇今回の対応
　11/17　現地確認をした。これまでの横断歩道は２カ所あり、新校
舎・校庭の出入り口とはかけ離れた場所に横断歩道が設置されている
現状である。

〇現状と今後の対応
　正門と交差点横断歩道が近接していることからも、これまでの旧校
舎正門前及び旧体育館入口前の横断歩道を今後も活用するのか、また
は新たに横断歩道設置が適切な箇所を求めるのか、学校関係者・道路
管理者等による再討議が必要である。

※別紙「令和３年度　通学路合同点検報告書」参照（Ｐ９参照）

市民との意見交換会・事後処理報告書
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行仁地区

件名 処理（対応）内容 備考

市民との意見交換会・事後処理報告書

２．行仁小学校東側の柵につ
いて
　　　　　　　　（Ｐ４）

【市民からの要望・質問】
　行仁小学校東側に児童の飛び出しを防ぐための柵がある。道路敷地
にあるようだが除雪時に邪魔になる。

【事後処理結果】
〇今回の対応
　現地調査を行い、新校舎・グラウンド建設にかかる内容を聞き取り
した。

〇現状と今後の対応
・11/17　現地確認
　校舎・グラウンドの再整備により当該柵は撤去されている。
　現在の道路敷に柵撤去の痕跡もないことから、これまでの柵につい
ては、学校敷地内に設置してあったものと考えられる。
・11/17教育委員会総務課聞き取り
　校舎・グラウンドの周囲は、今後の整備によって学校敷地内歩道と
して整備し、道路との境界を柵で覆うことになっている。
　以上のことから、児童の安全確保と校舎東側道路の除雪対応は適切
に行われるものと考える。なお、学校敷地内歩道の除雪については、
学校での対応となる。
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